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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第 2四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、緩やかな回復基調を継続してきました。輸出はや

や勢いに欠ける状況にありましたが、個人消費をはじめ国内需要は堅調に推移し、特にサービス分野や建

設分野などの非製造業の活動が堅調な推移を続けました。今後は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要

とその反動の影響を受けつつも、当面は潜在成長率を上回る成長が予想される状況です。 

当社グループの属する建設コンサルタント業界においては、震災復興需要や経済再生並びに国土強靭化

政策にもとづく社会資本の老朽化対策、緊急防災・減災事業、交通ネットワーク強化などを中心として公

共投資関係費が増加してきたことに加え、2020 年の東京オリンピック開催決定など、当面の事業環境は関

連予算の執行によって底堅く推移していくものと期待されます。 

このような状況の中で、当社グループは、平成 26 年 6 月期から平成 31 年 6月期までを対象とした「第

3 次長期プラン」を策定し、スタートさせました。長期プランの前半 3 年間を財政出動重点期／ポスト復

興支援期と位置付けて、リスクマネジメント系分野等で先行実施してきた全社横断的部門事業部制を、交

通系・地域系など他部門にも導入し、地域別と技術分野別のマネジメントを統合させ連携力・組織力を強

化するマトリックス型運営体制の構築によって、全社の生産力・生産体制の拡充と強化を進めています。 

なお、当社グループは、主要顧客である官公庁の会計年度末に完了・納入する業務が大半を占める関係

上、売上高は第４四半期に集中します。そのため、例年第３四半期までは経常損失、第４四半期で経常利

益となることが常態となっています。 

この結果、当第 2四半期連結累計期間の受注高は、老朽化対策業務や道路設計業務等の受注もあって 54

億 15 百万円（前年同期比 4.5％増）、売上高は 7億 91 百万円（同 6.2％増）となりました。一方、損益面

では、経常損失は 4 億 44 百万円（前年同期は 5 億 12 百万円の損失）、四半期純損失は 3 億 2 百万円（前

年同期は 3億 57 百万円の損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産・負債および純資産の状況 

（資 産） 

総資産は前連結会計年度末に比べて 9億 38 百万円増加し、51 億 25 百万円となりました。主な要因は、

未成業務支出金の増加 13 億 77 百万円、現金及び預金の減少 5 億 53 百万円、受取手形・完成工事未収入

金の減少 1億 73 百万円です。 

（負 債） 

   負債は前連結会計年度末に比べて 13 億 2 百万円増加し、24 億 40 百万円となりました。主な要因は、

短期借入金の増加 13 億 90 百万円です。 

（純資産） 

純資産は前連結会計年度末に比べて 3億 64 百万円減少し、26 億 85 百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金の減少 3億 53 百万円です。 

② キャッシュ・フローの状況 

現金および現金同等物（以下「資金」という）は、4 億 56 百万円（前年同期は 3 億 80 百万円）となり

ました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

  使用した資金は 17 億 93 百万円（同 18 億 50 百万円の使用）となりました。 

これは主に、税金等調整前四半期純損失 4億 45 万円、未成業務支出金（たな卸資産）の増加による支

出 13 億 77 百万円によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

使用した資金は 87 百万円（同 58 百万円の使用）となりました。 

これは主に、技術用ＯＡ機器購入を中心とした有形固定資産の取得による支出 60 百万円によるもの 

です。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

獲得した資金は 13 億 27 百万円（同 14 億 40 百万円の獲得）となりました。 

これは主に、運転資金として短期借入金 13 億 90 百万円の調達によるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 25 年 8月 8日に公表しました連結業績予想に変更はありません。 

 

㈱福山コンサルタント（9608）平成26年6月期 第2四半期決算短信

2



 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する情報 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,010,097 456,823

受取手形・完成工事未収入金 406,847 233,026

未成業務支出金 441,859 1,819,662

その他 64,772 254,596

貸倒引当金 △45 △19

流動資産合計 1,923,532 2,764,089

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 579,169 575,915

土地 1,022,511 1,022,511

その他（純額） 122,193 181,223

有形固定資産合計 1,723,874 1,779,650

無形固定資産   

のれん 98,832 90,925

その他 38,588 39,716

無形固定資産合計 137,420 130,642

投資その他の資産   

その他 406,929 456,047

貸倒引当金 △4,547 △4,500

投資その他の資産合計 402,382 451,547

固定資産合計 2,263,677 2,361,840

資産合計 4,187,210 5,125,930

負債の部   

流動負債   

業務未払金 200,638 151,350

短期借入金 － 1,390,000

未払法人税等 63,668 27,967

未成業務受入金 166,325 330,784

賞与引当金 － 89,805

受注損失引当金 24,200 43,100

その他 510,873 191,944

流動負債合計 965,705 2,224,952

固定負債   

退職給付引当金 66,300 67,274

役員退職慰労引当金 90,241 96,076

その他 15,619 52,517

固定負債合計 172,160 215,868

負債合計 1,137,866 2,440,820
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年６月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 589,125 589,125

資本剰余金 543,708 543,708

利益剰余金 1,878,013 1,524,931

自己株式 △6,033 △6,088

株主資本合計 3,004,812 2,651,676

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △2,278 920

その他の包括利益累計額合計 △2,278 920

少数株主持分 46,809 32,513

純資産合計 3,049,343 2,685,109

負債純資産合計 4,187,210 5,125,930
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 744,696 791,085

売上原価 692,188 659,380

売上総利益 52,508 131,704

販売費及び一般管理費 569,408 578,168

営業損失（△） △516,899 △446,463

営業外収益   

受取利息 663 667

その他 7,142 4,218

営業外収益合計 7,806 4,885

営業外費用   

支払利息 3,497 2,513

その他 3 395

営業外費用合計 3,500 2,908

経常損失（△） △512,594 △444,486

特別損失   

固定資産除売却損 247 812

投資有価証券評価損 300 －

特別損失合計 547 812

税金等調整前四半期純損失（△） △513,141 △445,299

法人税、住民税及び事業税 20,186 22,277

法人税等調整額 △160,244 △158,423

法人税等合計 △140,058 △136,145

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △373,083 △309,153

少数株主損失（△） △15,579 △6,946

四半期純損失（△） △357,503 △302,207
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △373,083 △309,153

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,825 3,198

その他の包括利益合計 4,825 3,198

四半期包括利益 △368,257 △305,955

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △352,677 △299,008

少数株主に係る四半期包括利益 △15,579 △6,946
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年７月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年７月１日 
 至 平成25年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △513,141 △445,299

減価償却費 48,609 51,665

のれん償却額 7,906 7,906

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,619 △73

賞与引当金の増減額（△は減少） 91,522 89,805

受取利息及び受取配当金 △1,403 △1,207

支払利息 3,497 2,513

売上債権の増減額（△は増加） 49,521 173,821

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,339,783 △1,377,803

仕入債務の増減額（△は減少） 25,349 △49,287

その他 △84,337 △190,622

小計 △1,717,876 △1,738,582

利息及び配当金の受取額 1,400 1,205

利息の支払額 △4,368 △3,254

法人税等の支払額 △129,808 △52,570

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,850,652 △1,793,202

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △45,521 △60,977

その他 △13,115 △26,495

投資活動によるキャッシュ・フロー △58,637 △87,472

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,480,000 1,390,000

配当金の支払額 △34,376 △50,081

少数株主への配当金の支払額 △490 △7,350

リース債務の返済による支出 △4,230 △5,178

自己株式の取得による支出 △52 △54

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,440,849 1,327,335

現金及び現金同等物に係る換算差額 95 64

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △468,344 △553,274

現金及び現金同等物の期首残高 849,272 1,010,097

現金及び現金同等物の四半期末残高 380,927 456,823

㈱福山コンサルタント（9608）平成26年6月期 第2四半期決算短信

8



 

 

 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

４．補足情報 

 生産、受注および販売の状況 

  当社グループは、建設コンサルタント事業を営む単一事業の企業集団であることから、セグメント情報

は記載していません。 

   なお、建設コンサルタント事業における事業分野ごとの販売・受注実績は以下のとおりです。 

 

①  販 売 実 績                                          （単位：千円、単位未満切捨て） 

                    期  別

 

事業分野 

前第2四半期連結累計期間 

(
自 平成24年 7月 1日
至 平成24年12月31日

) 

当第2四半期連結累計期間 

(
自 平成25年 7月 1日
至 平成25年12月31日

) 

金   額 金 額 

建設コンサ

ルタント 

 

交通系 228,300  182,759  

地域系 3,680  26,010  

環境マネジメント系 81,507  130,257  

ストックマネジメント系 213,571  141,747  

リスクマネジメント系 152,096  220,059  

建設事業マネジメント系 65,541  90,252  

合   計 744,696 791,085

   

②  受 注 実 績                                            （単位：千円、単位未満切捨て） 

                     期  別

 

 

事業分野 

前第2四半期連結累計期間 

(
自 平成24年 7月 1日
至 平成24年12月31日

) 

当第2四半期連結累計期間 

(
自 平成25年 7月 1日
至 平成25年12月31日

) 

受注高 繰越残高 受注高 繰越残高 

金 額 金 額 金 額 金 額 

 

建設コンサ

ルタント 

 

交通系 2,253,243 2,024,942 2,136,398 1,953,639

地域系 131,998 128,318 208,179 182,169

環境マネジメント系 575,735 494,227 613,689 483,432

ストックマネジメント系 1,224,319 1,010,747 1,226,339 1,084,591

リスクマネジメント系 815,280 663,184 1,095,767 875,708

建設事業マネジメント系 182,411 116,870 134,672 44,420

合   計 5,182,987 4,438,291 5,415,046 4,623,960

      （注）上記の金額には、前期からの繰越業務を含んでいます。 
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